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平
素
は
、消
防
団
活
動
に
対
し
、

ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
、
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
も
多
く
の
災
害
が
発
生
し
、

十
月
の
台
風
二
十
一
号
は
三
重
県

内
に
も
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
後
発
生
が
懸

念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

で
は
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
て

お
り
ま
す
。 

私
ど
も
消
防
団
員
は
、
消
防
活

動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の

中
で
、
な
お
一
層
幅
広
い
活
動
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
の
社
会

環
境
の
変
化
や
消
防
団
の
現
状
を

踏
ま
え
つ
つ
、
時
代
に
即
し
た
消

防
団
の
体
制
や
役
割
を
考
え
、
一

層
の
団
結
を
推
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

          

今
後
と
も
職
責
を
自
覚
し
て
、

団
員
一
丸
と
な
り
、
市
民
の
負
託

に
応
え
る
べ
く
、
日
夜
精
励
し
、

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
積

極
的
に
邁
進
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま

す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
指
導
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

柴
田
清
勝 

 

    
昨
年
三
月
末
に
て
退
団
さ
れ
た
、

元
多
度
方
面
団 
方
面
団
長 

伊
藤 
肇
様
に
、
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

               

   

一
月
七
日 

 

長
島
町
輪
中
ド
ー
ム
に
お
い
て 

消
防
団
・
消
防
署
員
・
自
衛
消
防

隊
に
よ
る
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。 

伊
藤
市
長
に
よ
る
観
閲
に
て
、

徒
歩
部
隊
・
車
両
部
隊
の
分
列
行

進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、

団
員
に
関
係
の
あ
る
子
供
達
が
各

分
団
車
両
に
乗
車
し
、
行
進
に
参

加
し
ま
し
た
。 

                  

              

式
典
で
は
、
永
年
の
功
労
者
に

対
し
表
彰
状
授
与
・
市
長
告
辞
・

来
賓
祝
辞
・
祝
電
披
露
を
頂
き
、

消
防
団
長
の
答
辞
に
て
ド
ー
ム
会

場
は
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。 

河
川
敷
へ
と
移
動
し
、
号
令
の

下 

消
防
車
両
二
十
八
台
に
よ
る

一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ
、
消
防
出

初
式
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し

た
。 

        

   

十
二
月
二
十
八
日
～
三
十
日 

 
十
二
月
二
十
八
日
、
年
末
警
戒

市
長
巡
視
で
訓
示
を
頂
い
た
後
、

各
分
団
に
お
い
て
三
日
間
年
末
警

戒
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 
季
節
が
ら
暖
房
器
具
な
ど
で
火

を
使
う
機
会
が
多
く
、
ま
た
年
末

年
始
は
何
か
と
忙
し
い
た
め
，
火

に
対
す
る
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な

り
が
ち
な
時
期
で
す
。 

 
一
人
ひ
と
り
が
防
火
に
心
が
け

火
災
の
無
い
年
末
年
始
を
迎
え
て

い
た
だ
く
こ
と
、
ま
た
市
民
の
皆

さ
ん
が
枕
を
高
く
し
て
新
し
い
年

を
迎
え
て
頂
く
事
が
で
き
る
様
に

防
火
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。 

 

「ありがとう」 心つながる その言葉 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （２） 

写
真
右
・
伊
藤
市
長
、
左
・
柴
田

団
長
＝
出
初
式
に
て 

北
勢
支
会
長
よ
り
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
＝
出
初
式
に
て 

写
真
・
右
＝
伊
藤
市
長
を
観
閲
者

に
徒
歩
部
隊
の
分
列
行
進 

下
＝
子
供
達
も
車
両
部
隊
に
参
加 

一
斉
放
水=

長
良
川
河
川
敷
に
て 

伊
藤
市
長
に
よ
る
巡
視 

＝
多
度
分
署
の
様
子 



   
秋
季
規
律
訓
練 十

月
二
十
九
日 

 
長
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
規
律
訓
練
を
実

施
し
ま
し
た
。
各
分
団
の
役
員
が

中
心
と
な
り
、各
個
訓
練
に
て「
停

止
間
」
に
お
け
る
基
本
動
作
を
身

に
つ
け
る
項
目
で
、
整
列
時
で
の

団
員
と
の
間
隔
や
足
の
角
度
、
敬

礼
時
の
手
首
の
角
度
な
ど
を
学
び
、

ま
た
、指
揮
者
役
を
交
代
で
行
い
、 

     

秋
季
競
練
会
・
防
火
パ
レ
ー
ド 

十
一
月
十
二
日 

  
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
確
か
め

る
た
め
、
例
年
秋
に
多
度
す
こ
や

か
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
会
場
と
し

て
競
練
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

 
今
年
も
火
災
現
場
を
想
定
し
た

消
火
活
動
を
競
技
と
し
て
行
い
、

放
水
に
よ
り
標
的
を
倒
す
ま
で
の

時
間
や
動
作
の
確
実
性
を
各
班
で 

 

  

号
令
に
て
小
隊
を
動
か
せ
る
よ
う

各
団
員
が
緊
張
感
を
も
っ
て
訓
練

に
励
ん
で
い
ま
し
た
。 

礼
式
訓
練
で
は
個
人
、
団
体
で

の
授
与
式
で
の
賞
状
の
受
け
方
を

丁
寧
に
練
習
し
ま
し
た
。 

 
基
礎
的
な
訓
練
の
繰
り
返
し
で

し
た
が
、
基
本
が
大
事
だ
と
各
団

員
は
再
認
識
し
た
こ
と
と
思
わ
れ

ま
す
。  

今
後
も
団
員
同
士
で
声
を
掛
け

合
い
、
日
々
真
剣
に
訓
練
に
取
り

組
み
ま
す
。 

    

競
い
合
い
ま
し
た
。 

 
計
一
九
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
の
こ

も
っ
た
競
技
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

中
で
も
ひ
と
き
わ
迅
速
で
確
実
な

操
作
を
見
せ
た
第
三
分
団
三
班
が

優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。 

 
ま
た
、
競
練
会
の
終
了
後
、
火

災
予
防
運
動
の
た
め
多
度
町
内
を

分
団
車
両
で
行
進
す
る
「
防
火
パ

レ
ー
ド
」を
実
施
し
、地
域
の
方
々

に
火
災
発
生
の
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。  

                                

  

桑
名
方
面
団 
第
十
四
分
団 

Ｄ
Ｉ
Ｇ
災
害
図
上
訓
練 六

月
十
七
日 

『
こ
の
揺
れ
は
大
き
い
地
震
だ

ぞ
！ 
相
当
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
が

各
所
で
発
生
し
て
い
そ
う
だ
・・
』 

あ
ぁ
～
ぅ 
夢
か
。
安
心
し
た
。 

 

し
か
し
、
本
当
に
大
災
害
が
発
生

し
た
時
の
各
分
団
管
内
の
危
険
個

所
の
把
握
や
各
種
情
報
の
共
有
は

な
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
第
十
四
分
団
で
は
本
部
主

催
の
勉
強
会
（
Ｄ
Ｉ
Ｇ
）
の
内
容

を
復
習
の
意
味
で
独
自
に
開
催
し

ま
し
た
。 【

Ｄ
Ｉ
Ｇ
】
と
は
？
Ｄ
ｉ
ｓ
ａ
ｓ

ｔ
ｅ
ｒ
（
災
害
）、
Ｉ
ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
想
像
力
）、
Ｇ
ａ
ｍ

ｅ
（
ゲ
ー
ム
）
の
略
。
近
隣
の
地

図
を
準
備
し
、
①
自
宅
の
確
認 ②

避
難
経
路
（
幹
線
道
路
）
を
チ

ェ
ッ
ク 
③
避
難
場
所
（
広
場
や

高
い
建
物
）
の
確
認 
④
１
人
住

ま
い
の
老
人
や
災
害
弱
者
の
認
識

を
地
図
上
に
色
分
け
し
て
シ
ー
ル

を
貼
り
、
最
後
に
⑤
天
災
時
に
激

震
災
害
発
生
場
所
を
想
定
し
（
崩

壊 
陥
没 
火
災 
浸
水 
）
赤

色
シ
ー
ル
を
貼
り
ま
す
。 

Ｑ
：
早
朝
５
時
３
０
分
頃 
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
以
上
の
大
地
震
が

発
生
。
揺
れ
は
５
分
ほ
ど
続
き
、

震
源
地
は
南
海
ト
ラ
フ
近
く
と
発

表
。
揺
れ
が
お
さ
ま
り
消
防
団
員

の
あ
な
た
の
次
の
行
動
は
？  Ａ

：
自
宅
内
の
家
族
の
安
否
と
周

囲
の
状
況
把
握
。
詰
所
に
た
ど
り

着
く
為
に
必
要
な
経
路
の
情
報
収

集
、
災
害
弱
者
の
状
況
把
握
。
落

ち
着
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
出
来

る
か
、
詰
所
ま
で
の
到
着
時
間
を

想
像
し
て
み
る
な
ど
図
上
で
地
域

を
知
り
・
災
害
を
知
り
・
行
動
を

知
る
訓
練
で
す
。 

今
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
団
員
に

も
順
次 
訓
練
す
る
計
画
で
す
。  

（３）              桑 名 市 消 防 団 広 報 

なくそう差別 気持ちを形に 行動に 

地
図
上
に
色
分
け
し
た
シ
ー
ル

を
貼
り
様
々
な
危
険
を
予
知
す

る
。
＝
第
十
四
分
団
詰
所
に
て 



   

第
三
大
隊
訓
練
（
南
部
大
隊
） 

十
一
月
十
九
日 

 

時
折
時
雨
模
様
、
肌
寒
い
訓
練

日
と
な
り
ま
し
た
。 

訓
練
と
云
え
ば
、
放
水
訓
練
や

中
継
送
水
訓
練
が
最
近
の
主
な
訓

練
に
な
り
が
ち
で
す
。 

 

 
今
回
の
大
隊
訓
練
は
、
新
入
団

員
が
多
数
加
入
し
た
こ
と
も
あ
り
、

基
本
動
作
に
目
を
向
け
訓
練
内
容

を
①
規
律
訓
練 
②
分
列
行
進 ③

小
隊
編
成
と
し
ま
し
た
。 

規
律
訓
練
は
、
先
ず
服
装
の
着

こ
な
し
・
階
級
章
・
分
団
記
章
の

歪
み
等
・
身
な
り
を
整
え
る
・
そ

し
て
機
敏
な
動
作
の
確
認
な
ど
、

号
令
を
掛
け
る
方
も
正
確
に
、
ま

た
動
き
易
く
掛
け
る
様
注
意
し
ま

し
た
。 

分
列
行
進
は
、
例
年
行
わ
れ
て

い
た
冬
季
教
養
訓
練
中
止
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
本
大
隊
訓
練
の
メ

イ
ン
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
実
際

に
行
っ
て
み
る
と
部
隊
行
動
は
、

簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

歩
調
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
行
進

ス
ピ
ー
ド
が
速
か
っ
た
り
、
隊
の

前
後
の
間
隔
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

な
ど
、
幾
つ
か
の
課
題
が
見
つ
か

り
時
間
を
大
幅
に
超
過
し
た
た
め
、

予
定
し
た
小
隊
編
成
訓
練
は
次
回

持
ち
越
し
と
な
り
ま
し
た
。 

時
間
を
か
け
た
分
列
行
進
訓
練

も
、
思
う
よ
う
な
成
果
を
得
ら
れ

ず
、
少
々
心
残
り
で
し
た
。
各
分

団
で
課
題
の
克
服
を
お
願
い
し
た

次
第
で
す
。 

今
後
も
、
消
防
団
活
動
に
於
い

て
、
規
律
・
団
結
力
・
士
気
・
迅

速
な
部
隊
行
動
が
と
れ
る
よ
う

様
々
な
訓
練
を
通
じ
て
励
ん
で
い

き
ま
す
。 

                  

第
一
大
隊
訓
練
（
北
部
大
隊
） 

十
一
月
二
十
六
日 

 

昨
年
に
引
き
続
き
実
践
的
な
消

火
活
動
を
目
的
に
、
水
利
を
防
火

水
槽
に
部
署
し
、
ホ
ー
ス
延
長
後

双
口
金
具
を
使
用
し
第
一
標
的
へ

放
水
、
そ
の
ま
ま
双
口
金
具
か
ら

第
二
標
的
へ
ホ
ー
ス
を
延
長
し
放

水
し
標
的
を
落
と
す
訓
練
を
各
分

団
二
回
行
い
ま
し
た
。
基
本
で
あ

る
ポ
ン
プ
操
作
・
ホ
ー
ス
延
長
・

器
具
取
扱
い
・
団
員
相
互
連
携
・

伝
達
な
ど
確
認
し
合
い
、
技
術
向

上
を
図
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
三
十
年
の
消
防

出
初
式
に
向
け
て
の
規
律
訓
練
、

分
列
行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

              

第
二
大
隊
訓
練
（
西
部
大
隊
） 

十
二
月
十
日 

 

三
重
県
消
防
学
校
（
鈴
鹿
市
）

の
訓
練
施
設
を
使
っ
て
、
規
律
訓

練
・
熱
気
体
験
と
消
火
訓
練
・
消

防
車
両
操
縦
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
規
律
訓
練
を
全
員
で

行
い
ま
し
た
。
礼
節
あ
る
部
隊
行

動
を
安
全
か
つ
確
実
な
も
の
と
す

る
た
め
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の
規

律
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

分
団
毎
に
小
隊
を
組
み
、
大
隊
と

し
て
一
体
感
の
あ
る
き
び
き
び
と

し
た
動
き
が
出
来
る
よ
う
行
い
ま

し
た
。 

熱
気
体
験
は
、
Ａ
Ｆ
Ｔ
施
設
を

使
い
、
建
物
火
災
現
場
内
の
熱
気

状
況
を
模
擬
体
験
し
ま
し
た
。
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
を
大
量
に
燃
焼
さ
せ
、

点
火
後
三
分
で
天
井
付
近
は
四
百

度
、
背
の
高
さ
で
百
数
十
度
と
高

熱
と
な
り
、
顔
面
カ
バ
ー
付
き
の

耐
熱
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
火
着
を
着

て
い
て
も
耐
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
の

熱
さ
で
し
た
。
も
し
、
皮
膚
の
一

部
が
露
出
を
し
て
い
た
ら
大
火
傷

し
た
と
思
わ
れ
火
災
現
場
の
恐
ろ

し
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。 

消
火
訓
練
も
Ａ
Ｆ
Ｔ
施
設
を
使

い
、
建
物
の
両
面
か
ら
燃
え
盛
る

火
に
向
か
っ
て
消
火
活
動
を
行
い
、

最
前
線
で
は
火
の
放
射
熱
や
水
蒸

気
の
熱
気
を
避
け
て
行
う
放
水
の

難
し
さ
や
、
隊
を
二
つ
の
小
隊
に

分
け
て
行
っ
た
こ
と
で
現
場
で
の

指
揮
系
統
お
よ
び
伝
令
の
大
切
さ

も
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

車
両
操
縦
訓
練
は
、
火
災
現
場

へ
向
か
う
車
両
を
安
全
に
運
行
す

る
か
を
学
び
、
狭
窄
路
へ
入
っ
た

場
合
や
後
退
し
て
の
方
向
転
換
を

行
う
場
合
に
誘
導
す
る
方
法
な
ど

実
践
的
な
内
容
で
し
た
。 

半
日
と
い
う
短
時
間
の
訓
練
だ

っ
た
た
め
、
濃
密
な
内
容
を
消
化

し
き
れ
な
か
っ
た
部
分
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
学
ん
だ
こ
と
を
分

団
に
持
ち
帰
り
、
安
全
で
よ
り
充

実
し
た
消
防
団
活
動
が
行
え
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

桑 名 市 消 防 団 広 報              （４） 

笑顔が 心の ハイタッチ 

Ａ
Ｆ
Ｔ
施
設
を
使
っ
た
消
火

訓
練
＝
消
防
学
校
に
て 

消
火
訓
練=

西
分
署
に
て 

出
初
式
に
向
け
た
分
列
行
進 

=

西
分
署
に
て 
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差し出そう　見ぬふりせずに　救いの手

桑 名 市 消 防 団 広 報

◇◇◇◇　特集：傷病者の搬送法　◇◇◇◇

移動は最小限に

あなたの目の前に怪我や病気で動けない人（傷病者）がいる時、

最初にするべき事は、救急車を呼ぶ事。次に迅速な応急手当です。

傷病者を移動（搬送）させなければいけないこともあります。

そんな時、どんなことに気をつければいいのでしょうか？

一人での搬送法
安全確保のためにも、搬送は出来るだけ二人以上で行うべきです。しかし、現場に自分一

人しかいないこともありますね。今回は、一人で担架などが無くても出来る搬送法を紹介

します。いずれの方法も無理をすると足腰を痛めますので、十分注意して行いましょう。

どんな時に搬送が必要でしょう？
傷病者は出来るだけ楽な姿勢で安静を保つのが好ましいのですが、

下記のような場所では、迅速な搬送が必要です。

　・危険が迫っている

　　　例：自動車が通る道路上、倒壊しそうな建物の中

　・安静にしていても体力を消耗してしまう

　　　例：風雨（雪）にさらされる屋外

　・応急手当を行いにくい

　　　例：トイレの中などの狭い場所、階段や急斜面の途中

必要で避けられない状況ではあっても、傷病者を動かすことは、

どんなに慎重に行っても、ある程度の危険を伴います。

現場の状況・傷病者の状態をよく確認して正しい方法を選択し、

必要最小限の移動にとどめ、傷病者の楽な姿勢で安静にしてあげましょう。
参考資料：日本赤十字社・北九州市・横浜市のホームページ他　イラスト：山田容子

後ろから運ぶ 背負って運ぶ

抱いて運ぶ
毛布を利用する

　　　意識の無い人を少しだけ

移動するのに適した方法です。

脇の下から両腕を入れて、

傷病者の片腕を上からつかみ(1)

お尻を地面から浮かし

ながら後ろに引っ張ります。

両脚を重ねる(2)事で地面への

引っかかりが少なくなって、

引っ張りやすくなります。

　　　毛布にくるんで上半身を浮かせ

後ろに引っ張ります。

身体も保温できるので一石二鳥です。

　　　　上半身を起こしすぎると、　　

　　　　　内臓を圧迫するので要注意。

　　　　　　　　両膝を

引き寄せて抱え込んで、

傷病者の手首を持ちます。

　　　　相手の腕が自分

　　　　　に密着するよ

　　　　　　うにして安定

　　　　　　させます。

　　　　　　子供や体重の

軽い人は、横抱きにした方

が運びやすいです。

ただし、骨折している場合

は、この方法で運んではい

けません。

腕をクロス

した方が背

負いやすい

場合もあり

ます。

腰注意！

1

2
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私たち　みんながちがって　みんないい

団員を募集しています。

    くわしくは→　桑名市消防本部　総務課　TEL24-5274

桑 名 市 消 防 団 広 報

女性消防団の活動はブログでもご覧いただけます。桑名市女性消防団　検索 ←クリック！

平成30年春

平成10年4月に結成された女性消防団は今年20周年を迎えます。

「わたしたちのまちはわたしたちが守る」
をモットーに、今後も女性らしさを生かした活動を続けていきます。

２０年の活動を
ふりかえって
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